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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
挿入部先端の表裏に、超音波を発する超音波プローブと、該挿入部先端に超音波プローブ
を囲むように装着したバルーンを保持する保持溝とを有する超音波内視鏡；及び
この超音波内視鏡の上記保持溝内に該バルーンの外側から挿入されて該バルーンの膨らみ
を抑制する、該保持溝の開口幅より大きい径を有する保持棒；
を有する超音波内視鏡に用いる治具であって、
断面略Ｌ字状をなす二面を有し、その二面がなす角度の小さい内面を操作者の指を当てる
指当面とし、角度の大きい外面を上記保持溝に保持棒を挿入する際に該保持棒に当接させ
る押込面としたことを特徴とする超音波内視鏡のバルーン装着治具。
【請求項２】
請求項１記載の超音波内視鏡のバルーン装着治具において、さらに、上記指当面には、上
記二面のうちの一面に、指を挿入する指包囲部が形成されている超音波内視鏡のバルーン
装着治具。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、超音波内視鏡の先端にバルーンを装着するときに用いるバルーン装着治具に関
する。
【０００２】
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【従来技術及びその問題点】
本出願人は、超音波内視鏡の挿入部先端の表裏に、超音波を発する超音波プローブと、該
挿入部先端に超音波プローブを囲むように装着したバルーンを保持する保持溝とを形成し
、この保持溝内に該バルーンの外側から保持溝の開口幅より大きい径を有する支持棒を挿
入して該バルーンの膨らみを抑制する超音波内視鏡を提案した（特願２００１‐３７２４
４０号）。
【０００３】
この超音波内視鏡によると、本来何の役もしない超音波プローブの反対側のバルーンの膨
らみを抑制し、余分な脱気水を不要とすることができる。しかし、バルーンの外側から保
持棒を保持溝内に挿入するのが難しいという指摘を受けた。
【０００４】
【発明の目的】
本発明は、超音波内視鏡の挿入部先端へバルーンを装着する際に、保持棒を保持溝に容易
に挿入できるようにしたバルーン装着治具を提供することを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】
本発明の超音波内視鏡のバルーン装着治具は、挿入部先端の表裏に、超音波を発する超音
波プローブと、該挿入部先端に超音波プローブを囲むように装着したバルーンを保持する
保持溝とを有する超音波内視鏡；及びこの超音波内視鏡の上記保持溝内に該バルーンの外
側から挿入されて該バルーンの膨らみを抑制する、該保持溝の開口幅より大きい径を有す
る保持棒；を有する超音波内視鏡に用いる治具であって、断面略Ｌ字状をなす二面を有し
、その二面がなす角度の小さい内面を操作者の指を当てる指当面とし、角度の大きい外面
を上記保持溝に保持棒を挿入する際に該保持棒に当接させる押込面としたことを特徴とし
ている。
【０００６】
上記指当面には、上記二面のうちの一面に、指を挿入する指包囲部を形成するのが好まし
い。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の第１の実施形態について、図１乃至図１４を参照しながら説明する。
図１に示す超音波内視鏡１０は、操作部１１と挿入部１２を有し、挿入部１２の先端部１
２ａは、操作部１１に設けた湾曲操作装置１３の操作に応じて上下及び左右方向に湾曲さ
れる。
先端部１２ａ先端には、図示しない観察窓（対物窓）と照明光学系とが設けられている。
上記観察窓を介して得られる画像は操作部１１近傍に設けた接眼部１４から観察すること
ができる。
【０００８】
超音波内視鏡１０の操作部１１と挿入部１２の内部には、導光部材としてのファイババン
ドル（図示略）が挿通されている。ファイババンドルは、操作部１１に接続されたライト
ガイド可撓管１５の内部を通って、光源装置１６に接続しており、その入射端面は、光源
装置１６内に配設された光源ランプ（図示略）と対向している。一方、ファイババンドル
の先端に形成された出射端面は、挿入部１２の先端部１２ａの内部において上記照明光学
系と対向しており、照明光学系に、光源装置１６からの照明用光が与えられる。
【０００９】
また、操作部１１は、ライトガイド可撓管１５の内部に配設された送水管（図示略）を介
して脱気水を貯留する送水タンク１８と接続されており、操作部１１と挿入部１２の内部
には、送水路（図示略）が形成されている。この送水路の入口側端部は送水管に接続して
おり、出口側端部は、先端部１２ａの端面の送水口（図示略）に開口している。そして、
操作部１１に設けられた送水スイッチ（図示略）を押すと、送水口から脱気水が排出され
、操作部１１に設けられた吸引スイッチ（図示略）を押すと、送水口から脱気水を吸引で
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きる。
【００１０】
さらに、図２、図１３に示すように挿入部１２の先端部１２ａには、側面視で略円弧状を
なす超音波プローブ１９が設けられている。この超音波プローブ１９は、操作部１１に接
続された処理回路（図示略）により電気的処理が行われ、操作部１１に設けられた超音波
スイッチ（図示略）を押すと、その表面から被検部に向けて超音波を発信し、さらに被検
部によって反射された超音波を受信するものである。なお、操作部１１には、超音波断層
像を表示するためのＣＲＴモニタ（図示略）が接続されている。
さらに、先端部１２ａの超音波プローブ１９と反対側の面（以下、裏面１２ａ１と呼ぶ）
には、略円柱状の保持溝２０が設けられている。この保持溝２０は、裏面１２ａ１と平行
な軸線を先端部１２ａの長さ方向に向けて形成されており、最大径部分より小径な一様開
口２０ａを有している。すなわち、保持溝２０の軸線と直交する断面形状は、半円形より
大きい不完全円形をなしている。
【００１１】
操作部１１と挿入部１２の間には、処置具を挿入するための鉗子口２１が設けられており
、この鉗子口２１は、挿入部１２を貫通する鉗子チャンネル（図示略）の入口側端部とな
っている。鉗子チャンネルの出口側端部（図示略）は、先端部１２ａの先端面において開
口している。
【００１２】
次に、超音波内視鏡１０の先端部１２ａにゴム製の指サック状のバルーンＢを装着する要
領について説明する。
【００１３】
まず、バルーンＢを先端部１２ａに装着した後に用いる、保持棒２２とバルーン装着治具
２３の構成について説明する。
保持棒２２は円柱形状をなす硬質ゴム製のものであり、その断面径は保持溝２０の内径に
対応し、保持溝２０の開口２０ａの幅より大きい。
図３乃至図５に示すバルーン装着治具２３は、断面略Ｌ字状をなす板状部材であり、一つ
の平面部２４と、この平面部２４に対して傾斜する別の平面部２５とを具備している。そ
して、これら両平面部２４、２５がなす角度の小さい内面が、操作者の指を当てる指当面
２３ａとなっており、角度の大きい外面が、上記保持溝２０に保持棒２２を挿入する際に
保持棒２２に当接させる押込面２３ｂとなっている。さらに、両平面部２４と２５とはＲ
面部２３ｃにはよって接続されている。
【００１４】
ゴム製の指サック状バルーンＢを先端部１２ａに装着するには、まず、挿入部１２の先端
部１２ａにバルーンＢを被せ、バルーンＢの内面を先端部１２ａに密着させ、術者の例え
ば左手Ｌで先端部１２ａ付近を支持する。次に、図８に示すように、先端部１２ａの裏面
１２ａ１が上側を向くように先端部１２ａの向きを調整し、バルーンＢの保持溝２０と対
応する箇所に保持棒２２を載置し、左手Ｌで保持棒２２が保持溝２０から外れないように
する。次いで、図９に示すように、右手Ｒでバルーン装着治具２３を支持し、バルーン装
着治具２３の押込面２３ｂ側のＲ面部２３ｃを保持棒２２の先端部（図９の右上側の端部
）の上面に当接させ、さらに、指当面２３ａに親指Ｒ１を当てて、親指Ｒ１でバルーン装
着治具２３を裏面１２ａ１側に押圧して、保持棒２２の先端部を弾性変形させながら保持
溝２０内に挿入させる。さらに、図１０、図１１に示すように、押込面２３ｂ側のＲ面部
２３ｃを裏面１２ａ１側に押圧したまま、バルーン装着治具２３を保持溝２０に沿って挿
入部１２の基端部側にゆっくり移動させ、保持棒２２をその先端部側から終端部側にかけ
て徐々に保持溝２０内に挿入させる。そして、バルーン装着治具２３の端部が、保持溝２
０の終端部と対応する位置に達すると、図１２に示すように、保持棒２２全体が保持溝２
０内に挿入するようになる。
最後に、図６、図１３に示すＯリングＡにより、バルーンＢの口元を先端部１２ａのネッ
ク部１２ｎに密着させ、バルーンＢにより先端部１２ａの周囲に水密空間を構成する。
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【００１５】
このようにしてバルーンＢを先端部１２ａに装着したら、接眼部１４を覗きながら挿入部
１２を体腔内に挿入し、先端部１２ａを被検部に接近させる。
次いで、操作部１１に設けられた送水スイッチを押して、先端部１２ａの送水口から、バ
ルーンＢの内面と先端部１２ａの水密空間に脱気水を送る。バルーンＢの裏面１２ａ１側
部分が保持溝２０と保持棒２２の間に挟まれているので、裏面１２ａ１とバルーンＢの間
に流入する脱気水は少量であり、脱気水の大部分は超音波プローブ１９とバルーンＢの間
に流れ、バルーンＢは図１３、図１４に示すような状態で膨らむ。
このようにバルーンＢが膨らんだら、バルーンＢを被検部に接触させ、さらに、超音波ス
イッチを押して、超音波プローブ１９から超音波を発信し、被検部の状態を調べる。
【００１６】
バルーンＢは、ディスポーザル材料であり、検査毎に以上のバルーンＢの装着取り外しを
行わなければならない。このような検査毎のバルーンＢの交換作業に際し、本実施形態に
よれば、バルーン装着治具２３を用いることにより、保持棒２２を保持溝２０に簡単に挿
入できるようになるので、超音波内視鏡１０を用いた検査効率を向上させることができる
。
さらに、本実施形態のバルーン装着治具２３は、その断面形状を略Ｌ字状として成形して
あるので、断面形状を直線状として成形した場合に比べて、術者が持ちやすくなっている
。
【００１７】
なお、バルーン装着治具２３を水に濡らしておけば、バルーン装着治具２３が保持棒２２
に対して滑り易くなるので、バルーン装着治具２３の操作性が向上する。
【００１８】
次に、本発明の第２の実施形態について図１５乃至図１７を参照しながら説明する。
なお、第１の実施形態と同じ部材には同じ符号を付すに止めて、詳細な説明は省略する。
【００１９】
本実施形態のバルーン装着治具２６の平面部２４の両側部には、弾性変形可能な一対の指
包囲部２７が設けられている。
そして、図１６、図１７に示すように、指当面２３ａに載せた親指Ｒ１の周囲を指包囲部
２７で囲むことにより、親指Ｒ１にバルーン装着治具２６を簡単かつ確実に装着できる。
その結果、バルーン装着治具２６の使い勝手が向上し、保持棒２２を保持溝２０により簡
単に挿入できるようになる。
【００２０】
【発明の効果】
本発明によれば、超音波内視鏡の挿入部先端へバルーンを装着し定着させる際に、保持棒
を保持溝に容易に挿入できるようになる。さらに、バルーン装着治具の断面形状を略Ｌ字
状として成形したので、断面状を直線状として成形した場合に比べて、術者が持ちやすく
なっている
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の全体構造を示す外観図である。
【図２】超音波内視鏡の挿入部の先端部付近の、一部を破断した斜視図である。
【図３】バルーン装着治具の斜視図である。
【図４】バルーン装着治具の側面図である。
【図５】バルーン装着治具の平面図である。
【図６】超音波内視鏡の先端部の、保持棒を保持溝へ装着する直前の状態の側面図である
。
【図７】超音波内視鏡の先端部の、保持棒を保持溝へ装着する直前の状態の正面図である
。
【図８】超音波内視鏡の先端部の、保持棒を保持溝に挿入する直前の状態の斜視図である
。
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【図９】超音波内視鏡の先端部の、バルーン装着治具を用いて保持棒を保持溝に挿入する
状態の斜視図である。
【図１０】超音波内視鏡の先端部の、バルーン装着治具を用いて保持棒を保持溝に挿入す
る状態の斜視図である。
【図１１】超音波内視鏡の先端部の、バルーン装着治具を用いて保持棒を保持溝に挿入す
る状態の斜視図である。
【図１２】超音波内視鏡の先端部の、保持棒の保持溝への装着を完了した状態の斜視図で
ある。
【図１３】超音波内視鏡の先端部の、保持棒を保持溝へ装着した状態の側面図である。
【図１４】超音波内視鏡の先端部の、保持棒を保持溝へ装着した状態の正面図である。
【図１５】本発明の第２の実施の形態のバルーン装着治具の斜視図である。
【図１６】バルーン装着治具の側面図である。
【図１７】バルーン装着治具の平面図である。
【符号の説明】
１０　　超音波内視鏡
１１　　操作部
１２　　挿入部
１２ａ　先端部
１２ａ１　裏面
１２ｂ　傾斜面
１３　　湾曲操作装置
１４　　接眼部
１５　　ライトガイド可撓管
１６　　光源装置
１８　　送水タンク
１９　　超音波プローブ
２０　　保持溝
２１　　鉗子口
２２　　保持棒
２３　　バルーン装着治具
２３ａ　指当面
２３ｂ　押込面
２３ｃ　Ｒ面部
２４　２５　平面部
２６　　バルーン装着治具
２７　　指包囲部
Ｂ　　　バルーン
Ｌ　　　左手
Ｒ　　　右手
Ｒ１　　親指
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插入部分的尖端时，该气囊安装工具能够容易地将保持杆插入到保持槽
中。 ŽSOLUTION：该工具用于超声波内窥镜，该超声波内窥镜具有超
声波搜索单元，该超声波搜索单元向插入部分的尖端12a的前侧和后侧发
射超声波，以及保持安装在插入的尖端12a上的气囊的保持凹槽20部分围
绕超声波搜索单元和保持杆22，保持杆22从球囊的外部插入超声波内窥
镜的保持槽20中并且防止球囊膨胀并且具有大于开口宽度的直径用于超
声波内窥镜的气囊安装工具23具有两个面，其横截面基本为L形。两个面
具有较小角度的内面是手指支撑面，操作者将手指放在手指支撑面上。
具有较大角度的外表面是当保持杆22插入保持槽20时抵靠在保持杆22上
的压制面.Ž
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